
　 全 大 教 新 聞　　　　　　　　　第353号    　　　　2018年11月10日　　 　　　（１）　　　（１）

罫
 病
院
協
議
会
：
　
・
　
 国
民
集
会
（
　
月
　
日
）

10
11

10

11

罫
 合
同
地
区
別
単
組
代
表
者
会
議
：
中
部
・
近
畿

　
 地
区（
　
月
　
日
）、北
海
道
・
東
北
地
区（
　
月
　

10

20

10

27

　
 ～
　
日
）、中
四
国
・
九
州
地
区（
　
月
　
～
　
日
）

28

10

27

28

罫
 未
払
賃
金
請
求
訴
訟
：
電
気
通
信
大
、新
潟
大

茎
 論
壇「
コ
ー
パ
ス
を
活
用
し
た
国
語
辞
書
の
改
訂
」

　
 　
国
立
国
語
研
究
所
 准
教
授
 柏
野
　
和
佳
子

茎
 職
場
の
Q
＆
A
⑦

　「
不
合
理
な
労
働
条
件
の
禁
止
」

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

猿
 旭
川
工
業
高
専
「
組
合
の
歴
史
と
歩
み
」

猿
 大
阪
教
育
大
学
「
山
積
み
の
課
題
を
前
に
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　　　（毎月10日発行）

　
政
府
は
、
6
月
に
閣
議
決
定

し
た
骨
太
方
針
2
0
1
8
や

「
人
づ
く
り
革
命
基
本
構
想
」な

ど
で
、
大
学
改
革
を
重
要
な
施

策
の
柱
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の

中
身
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

に
よ
っ
て
国
の
競
争
力
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
大
学

の
経
営
力
の
強
化
や
大
学
間
の

連
携
統
合
を
図
る
こ
と
、
そ
し

て
大
学
教
員
の
全
員
年
俸
制
を

目
指
す
と
し
て
新
任
教
員
に
は

全
員
年
俸
制
を
適
用
す
る
こ
と

と
、
業
績
評
価
に
も
と
づ
く
年

俸
の
決
定
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
会
見
に
お
い
て
、
こ

れ
ら
の
詳
細
を
明
ら
か
に
さ

せ
、
問
題
を
指
摘
す
る
と
と
も

に
、
改
革
ど
こ
ろ
か
通
常
の
教

育
・
研
究
も
ま
ま
な
ら
な
い
状

況
を
打
開
で
き
る
運
営
費
交
付

金
の
措
置
を
求
め
ま
し
た
。

　
以
下
、
会
見
で
明
ら
か
に
な

っ
た
事
項
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介

し
ま
す
。

猿
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付

金
等
の
概
算
要
求
総
額
は
前
年

度
3
1
6
億
円
増
の
1
兆
1
，

2
8
6
億
円
。

猿
3
つ
の
重
点
支
援
の
枠
組
み

猿
人
事
給
与
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改

革
で
示
さ
れ
て
い
る
新
し
い
年

俸
制
（
2
0
1
8
年
俸
制
）
は
、

各
大
学
に
年
度
ご
と
の
導
入
目

標
の
設
定
等
は
求
め
な
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
大
学
で
制
度
設
計
を

行
う
も
の
。
年
俸
制
の
導
入
状

況
単
独
で
は
大
学
評
価
の
対
象

と
は
し
な
い
が
、
全
体
の
中
の

一
つ
と
し
て
評
価
の
対
象
と
な

る
と
考
え
る
。

　
会
見
は
主
に
2
0
1
9
年
度

国
立
高
専
機
構
の
概
算
要
求
に

つ
い
て
行
わ
れ
、
会
見
で
明
ら

か
に
な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
以

下
の
通
り
で
す
。

■
 要
求
額
総
額
は
6
5
0
億

円
弱
で
あ
り
、
2
0
1
8
年
度

予
算
比
で
　
億
円
増
額
要
求

25

■
 要
求
に
は
3
つ
の
柱
が
あ

り
、「
高
専
教
育
の
高
度
化
」、

「
高
専
教
育
制
度
の
海
外
展
開

と
国
際
化
の
一
体
的
推
進
」、

「
学
修
環
境
の
整
備
」

■
 「
効
率
化
係
数
の
廃
止
」
及

び
「
特
別
教
育
研
究
経
費
の
一

部
を
一
般
経
費
へ
組
替
え
る
制

度
」
を
要
求
す
る
。
こ
れ
を
求

め
る
う
え
で
、
高
専
機
構
に
お

い
て
以
下
3
つ
を
推
進
す
る
。

　「
理
事
長
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改

革
」、「
新
た
な
人
事
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
制
度
」、「
各
国
立
高
専
を

機
能
強
化
す
る
予
算
配
分
」

　
国
立
高
専
機
構
の
運
営
費
交

付
金
に
係
る
効
率
化
係
数
廃
止

に
関
し
て
は
、文
科
省
内
に「
運

営
費
交
付
金
在
り
方
検
討
会
」

や
、
自
民
党
の
文
部
科
学
部
会

に「
高
等
専
門
学
校
小
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
い
ず
れ
に
お
い
て

も
「
廃
止
」
に
向
け
た
取
り
組

み
が
必
要
と
提
言
さ
れ
て
い
ま

す
。
文
科
省
と
し
て
も
国
立
高

専
の
悲
願
と
し
て
実
現
に
向
け

た
努
力
を
す
る
と
い
う
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
以
外
に
、
学
生
支
援
体

制
の
再
整
備
に
関
す
る
予
算

や
、
高
専
生
が
3
か
月
以
上
の

長
期
留
学
を
行
う
と
留
年
率
が

高
く
な
る
問
題
に
つ
い
て
、
外

国
に
お
け
る
認
定
単
位
数
の
増

加
を
行
う
た
め
の
検
討
や
予
算

措
置
な
ど
、
高
専
で
学
ぶ
学
生

の
為
と
な
る
予
算
要
求
に
力
を

入
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
り
ま
し
た
。

（
高
専
協
議
会
事
務
局
長

　
　
　
　
　
　
　
本
多
 将
和
）

　
2
0
1
9
年
度
概
算
要
求
期
に
あ
た
り
、
す
で
に
8

月
　
日
に
提
出
し
て
い
た
要
望
書
に
も
と
づ
き
、
要
望
を

17
行
い
、
ま
た
概
算
要
求
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

9
月
　
日
に
文
科
省
会
見
を
実
施
し
ま
し
た
。

20

　
出
席
し
た
の
は
、
全
大
教
か
ら
中
富
委
員
長
・
水
谷
・

石
川
副
委
員
長
・
長
山
書
記
長
ら
　
人
。
文
部
科
学
省

10

側
は
、
国
立
大
学
法
人
支
援
課
の
矢
木
澤
課
長
補
佐
ら

6
人
で
し
た
。

 運
営
費
交
付
金
に
つ
い
て

　
―
要
求
総
額
は
増
額
の
中
で
重
点
配
分
枠
が
増
大
―

の
重
点
配
分
に
つ
い
て
は
大
学

か
ら
拠
出
さ
れ
る
年
額
1
0
0

億
円
を
4
年
分
積
み
上
げ
た
4

0
0
億
円
が
再
配
分
さ
れ
る
。

重
点
支
援
の
取
り
組
み
評
価
の

猿
業
績
評
価
に
基
づ
く
業
績
給

反
映
部
分
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ

ス
が
絶
対
評
価
に
よ
る
か
相
対

評
価
に
よ
る
か
は
各
法
人
の
制

度
設
計
に
よ
る
。
文
科
省
作
成

の
Q
&
A
で
4
つ
の
制
度
モ
デ

ル
を
提
示
し
て
い
る
。

猿
2
0
1
8
年
俸
制
で
の
退
職

金
の
積
算
方
式
は
今
回
の
会
見

で
は
明
ら
か
に
さ
れ
ず
。

 教
員
年
俸
制
を
柱
と
す
る

　
　
　
　
　
　
人
事
給
与
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
改
革

猿
中
教
審
に
お
い
て
審
議
中
で

あ
る
と
し
て
、
要
望
事
項
・
質

問
事
項
に
は
明
確
な
回
答
せ

ず
。

K
P
I
に
つ
い
て
は
、
精
選
の

方
向
で
見
直
し
を
か
け
て
い

る
。

猿
戦
略
的
な
教
育
研
究
組
織
整

備
支
援
と
し
て
、　
億
円
が
組

14

織
整
備
に
伴
う
教
員
採
用
の
人

件
費
と
し
て
要
求
。

猿
消
費
税
増
税
分
の
運
営
費
交

付
金
へ
の
反
映
は
、
少
な
く
と

も
2
0
1
9
年
度
予
算
で
は
行

わ
れ
な
い
。
2
0
2
0
年
度
分

か
ら
に
つ
い
て
は
政
府
と
し
て

検
討
は
行
わ
れ
る
。

 一
法
人
複
数
大
学（
ア
ン
ブ
レ
ラ
）方
式
に
つ
い
て

 無
期
転
換
ル
ー
ル
発
動
後
の
調
査
・
指
導
に
つ
い
て

猿
4
月
以
降
の
状
況
調
査
は
行

わ
れ
て
い
な
い
。
項
目
等
も
含

め
て
厚
労
省
と
相
談
し
、
実
施

す
る
方
向
で
検
討
す
る
。

猿
労
働
契
約
法
の
所
管
官
庁
は

厚
労
省
な
の
で
、
厚
労
省
と
相

談
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

猿
ク
ー
リ
ン
グ
逃
れ
の
た
め
事

前
約
束
が
な
か
っ
た
こ
と
の
念

書
を
求
め
る
法
人
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
し
た
こ
と
に
対
し
、
事

実
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
対

応
す
る
と
し
た
。

　
　
 （
書
記
長
　
長
山
 泰
秀
）

　
9
月
　
日
に
文
科
省
会
見
（
高
専
枠
）
を
実
施

28

し
、
文
科
省
か
ら
高
等
教
育
局
専
門
教
育
課
高
等

専
門
学
校
係
の
小
笠
原
係
長
と
同
企
画
係
の
河
野

係
員
、
全
大
教
か
ら
岩
崎
高
専
協
議
会
議
長
、
本

多
事
務
局
長
、
長
山
書
記
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

高 専

要望書を渡す中富中央執行委員長（右）

要望書を渡す岩崎高専協議会議長（左）


